
28.05.01 (6)(7)28.05.01

市政のうごき市政のうごき

　
「
お
り
ひ
め
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
や
大
学
な
ど
の
進
学
を
応
援

す
る
教
育
貸
付
金
で
す
。

　

市
と
提
携
す
る
金
融
機
関
の
教

育
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
教
育
貸

付
金
の
年
利
０
・
２
％
相
当
を
市

が
補
助
し
ま
す
。

対 　

象　

提
携
金
融
機
関
に
教
育

貸
付
金
を
申
し
込
む
人
で
、
次

の
①
〜
③
を
満
た
す
場
合

 

① 

平
成
29
年
４
月
以
降
に
進
学
を

予
定
し
て
い
る
人
の
た
め
の
貸

付
金
で
あ
る
こ
と

② 

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
進
学

す
る
た
め
の
貸
付
金
で
あ
る
こ

と

問い合わせ 都市計画課
（⌀  892・0121）

同居・近居
促進事業補助⾦

　

親
世
帯
と
同
居
・
近
居
の
た
め

に
、
住
宅
購
入
や
親
世
帯
の
住
宅

を
改
修
し
て
、
市
外
か
ら
転
入
し

た
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、「
同

居
・
近
居
促
進
事
業
補
助
金
制
度
」

を
始
め
ま
す
。

　

同
居
・
近
居
に
よ
り
、
安
心
し

て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代

の
交
野
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
支

援
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

対 　

象　

次
の
①
〜
③
を
満
た
す

場
合

① 

親
世
帯
が
５
年
以
上
市
内
に
居

住
し
、
住
民
登
録
を
行
っ
て
い

る
こ
と

②    補
助
対
象
と
な
る
住
宅
購
入
、ま

た
は
改
修
を
行
っ
て
い
る
こ
と

問い合わせ みんなの活⼒課
（⌀  892・0121）

モノシェアリング
制度

　

市
民
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援

と
し
て
、
公
用
車
・
備
品
・
会
議

室
な
ど
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
公
用
車
の
貸
し
出
し

対　

象　

▽ 

市
内
で
公
益
性
・
公
共
性
の
高

い
活
動
を
行
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
団
体

▽
市
民
活
動
団
体

使 

用
目
的　

地
域
清
掃
な
ど
の
環

境
美
化
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
活

動
、
交
野
市
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
活
動
な
ど

貸 

出
日　

土
・
日
曜
日
午
前
８
時

〜
午
後
７
時
（
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
を
除
く
）

貸 

出
車
種　

ダ
イ
ハ
ツ
・
ハ
イ

ゼ
ッ
ト（
Ａ
Ｔ
軽
ト
ラ
ッ
ク
）

使 

用
料　

無
料

※ 

燃
料
費
や
そ
の
他
の
実
費
は
、

使
用
団
体
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

使
用
日
の
１
か
月
前

か
ら
２
日
前
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
申
請
書

を
提
出

申 

請
書
の
配
布　

リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
備
品
の
貸
し
出
し

対　

象　

▽ 

市
内
で
公
益
性
・
公
共
性
の
高

い
活
動
を
行
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
団
体

▽
市
民
活
動
団
体

貸
出
日　

▽
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
８
時

〜
午
後
７
時
（
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
を
除
く
）

貸 

出
備
品　

草
刈
り
機
、発
電
機
、

投
光
器
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ク
リ
ー
ン
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア

ン
プ
、
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど

使
用
料　

無
料

※ 

燃
料
費
・
消
耗
品
費
な
ど
は
使

用
団
体
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

使
用
日
の
１
か
月
前

か
ら
２
日
前
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
申
請
書

を
提
出

申 

請
書
の
配
布　

み
ん
な
の
活
力

課
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■ 

市
民
活
動
ル
ー
ム
「
み
ん
カ

フ
ェ
」会
議
室
貸
し
出
し

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム「
み
ん
カ
フ
ェ
」

対 　

象　
「
わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト
」

登
録
団
体
〈
登
録
無
料
・
審
査

あ
り
〉

利 

用
目
的　

会
議
室
、
作
業
ス

ペ
ー
ス
、イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど

利
用
時
間　

▽ 

月
〜
金
曜
日
＝
午
前
10
時
〜
午

後
８
時

▽ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
８

時
〜
午
後
７
時

申 

し
込
み　

使
用
日
の
２
か
月
前

か
ら
３
日
前
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
、
み
ん

な
の
活
力
課

問い合わせ 学校管理課
（⌀  810・8010）

進学を応援する
おりひめ教育ローン

③ 

貸
付
金
の
借
入
人
と
な
る
人
、

ま
た
は
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

進
学
予
定
の
人
の
ど
ち
ら
か

が
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

行
っ
て
い
る
こ
と

※ 

こ
の
制
度
は
、
進
学
を
予
定
し

て
い
る
人
、
１
人
に
つ
き
２
回

ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

受 

付
期
間　

５
月
２
日
（
月
）
〜

29
年
３
月
31
日（
金
）

※ 

定
員
３
０
０
人
に
な
り
次
第
、

28
年
度
の
受
け
付
け
を
終
了
し

ま
す
。

提 

携
金
融
機
関　

池
田
泉
州
銀

行
、
京
都
信
用
金
庫
、
京
都
銀

行
、
近
畿
大
阪
銀
行
、
枚
方
信

用
金
庫
、Ｊ
Ａ
北
河
内
各
支
店

※ 

近
畿
大
阪
銀
行
、
Ｊ
Ａ
北
河
内

以
外
の
金
融
機
関
は
、
い
ず
れ

も
交
野
支
店
の
み
で
す
。

※ 

こ
の
制
度
の
利
用
対
象
者
と

な
っ
た
こ
と
で
、
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
実
行
が
保
証
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。融
資

実
行
の
可
否
は
、
各
金
融
機
関

で
審
査
さ
れ
ま
す
。

■
お
り
ひ
め
教
育
ロ
ー
ン
制
度

　

28
〜
31
年
度
の
４
年
間
、
各
年

３
０
０
人
を
対
象
に
、
市
は
１
融

資
１
０
０
万
円
・
10
年
間
を
限
度

と
し
て
、
年
０
・
２
％
相
当
の
利

子
補
給
を
行
い
、
全
期
間
分
を
一

括
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、「
教
育
資
金
貸
付
金
」
の

引
き
下
げ
と
な
る
利
率
や
対
象
と

な
る
借
入
期
間
な
ど
、
個
別
商
品

内
容
に
つ
い
て
は
、
各
提
携
金
融

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問い合わせ ⼈権と暮らしの相談課
（⌀  817・0997）

就職希望者
⾼卒認定試験受験⽀援

　

意
欲
を
持
っ
て
就
職
活
動
を
始

め
て
も
、
求
人
票
の
「
高
卒
以
上
」

と
い
う
学
歴
が
理
由
で
、
希
望
の

就
職
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
頑
張
る
就
職
希
望
者

を
応
援
し
、
よ
り
良
い
条
件
で
就

職
が
で
き
る
よ
う
、
文
部
科
学
省

が
実
施
す
る
「
高
等
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
」
の
受
験
料
を
補
助

す
る
制
度
を
始
め
ま
す
。

対 　

象　

39
歳
以
下
の
市
民
で
、

次
の
①
②
を
満
た
す
人

① 

市
の
就
労
支
援
相
談
を
受
け
て

い
る

② 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し
、
求

職
活
動
を
し
て
い
る

補 

助
額　

高
卒
認
定
試
験
の
受
験

料（
文
部
科
学
省
の
定
め
る
額
）

※ 

１
人
に
つ
き
、
１
回
限
り
と
な

り
ま
す
。

申
請
期
間　

▽ 

第
１
回
目
〈
８
月
３
・
４
日
〉

に
受
験
す
る
人
＝
８
月
２
日

（
火
）ま
で

▽ 

第
２
回
目
〈
11
月
５
・
６
日
〉

に
受
験
す
る
人
＝
７
月
21
日

（
木
）
〜
９
月
15
日（
木
）ま
で

※ 

28
年
度
の
受
験
日
程
に
よ
り
、

申
請
期
間
が
異
な
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

助
成
方
法　

償
還
払
い

申
請
に
必
要
な
も
の

▽ 

高
卒
認
定
試
験
受
験
支
援
制
度

申
請
書

※ 

申
請
書
は
、
人
権
と
暮
ら
し
の

相
談
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽ 

収
入
印
紙
を
貼
っ
た
受
験
願
書

の
写
し

▽
振
込
口
座
の
確
認
で
き
る
も
の

▽
印
鑑

※ 

28
年
度
の
試
験
日
程
な
ど
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
（
高

等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/
koutou/shiken/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

③ 

同
一
の
住
宅
に
つ
い
て
、
こ
の

制
度
の
補
助
金
を
申
請
し
て
い

な
い
こ
と

※ 

補
助
対
象
と
な
る
住
宅
の
要
件

な
ど
、詳
し
い
制
度
の
内
容
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受 

付
期
間　

５
月
２
日
（
月
）
〜

29
年
３
月
31
日（
金
）

※ 

定
員
15
人
に
な
り
次
第
、
28
年

度
の
受
け
付
け
を
終
了
し
ま

す
。　市役所の組織改編により、次のとおり部署名などを変更しました。

❖部署名の変更
▷「企画財政部税務室」→「市民部税務室」
▷ 「臨時福祉金・子育て世帯臨時特例給付金給付事業推進室」
　→「臨時福祉給付金推進室」
❖臨時組織の設置
▷都市整備部内に「第二京阪道路沿道まちづくり推進室」を設置
問い合わせ　秘書・政策企画課（℡  892・0121）

市役所の部署名などが一部変わりました 交野市 申請者 金融機関

【学校管理課】

申請内容の審
査・住所要件
を確認の上、
認定証の発行

申請には、印鑑・合格
証など新たに進学す
ることが分かるもの

※ 金融機関で審査が通らな
かった場合は、他の提携金
融機関にご相談ください。

① 利用申請

②認定通知

⑤結果申告

③ 貸付金借入申込

④結果通知（※）

⑥利子補給
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市政のうごき市政のうごき

問い合わせ 社会教育課
（⌀  892・7721）

⽣涯学習基本計画
推進委員会委員募集

問い合わせ 環境事業課
（⌀  892・2471）

新しいパッカー⾞を
導⼊しました

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
か
ら

「
不
正
取
得
に
あ
た
る
」
と
、
利

用
停
止
処
分
を
受
け
た
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
例
が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で

は
、
こ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
の
転
売
を
禁
止
し
、

同
カ
ー
ド
や
Ｐ
Ｉ
Ｎ
番
号
の
取

引
を
避
け
る
よ
う
に
、
注
意
喚

起
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
が

使
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、そ
も

そ
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
法
で

入
手
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
対

応
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

詐
欺
的
商
法

（
例
え
ば
、高
額
登

録
料
を
請
求
す
る
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
な
ど
）
の
事
業
者
が
、
決

済
手
段
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
そ
れ
を

ネ
ッ
ト
上
で
売
却
し
、
現
金
化

す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
に
巻
き
込
ま

れ
る
と
、
節
約
分
以
上
の
お
金

と
時
間
を
失
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。安
さ
だ
け
に
目
を

奪
わ
れ
な
い
よ
う
、
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

      

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
で
の
買
い
物

に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
ギ
フ
ト
カ

ー
ド
が
、
ネ
ッ
ト
で
安
く
買
え

る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
ネ
ッ
ト
で
買
い
物

を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、

そ
れ
に
使
え
る
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

を
安
く
買
え
れ
ば
、
節
約
に
な

る
か
と
検
討
中
で
す
。ト
ラ
ブ

ル
な
ど
は
、な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
Ｐ

Ｉ
Ｎ
番
号
を
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
に
登
録
し
よ
う
と

し
た
ら
、
既
に
別
の
人
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
分
の

買
い
物
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

ＱＡ

助
言

消費者相談
～ネットで安く売っている

ポイントギフトカードは大丈夫？～

問 い合わせ　消費生活センター（ゆうゆ
うセンター1階、℡  891・5003）

　

市
が
新
し
く
購
入
し
た
パ
ッ

カ
ー
車
２
台
に
、
デ
ザ
イ
ン
画
募

集
で
採
用
さ
れ
た
市
内
小
学
校
４

年
生
の
作
品
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ッ
カ
ー
車
は
、
３
月
14

日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

■
採
用
者
・
作
品
テ
ー
マ

▽ 

服
部
沙
紀
さ
ん
＝
守
ろ
う
交
野

の
自
然
！

▽ 

杉
山
未
来
さ
ん
＝
守
ろ
う
‼
か

た
の
の
町

▽ 

伊
藤
史
織
さ
ん
＝
世
界
一
「
美

し
い
」交
野
市
を
め
ざ
そ
う
‼

▽ 

池
尾
史
紋
君
＝
交
野
の
自
然
を

大
切
に

長
宝
寺
小
学
校
・
伊
藤
史
織
さ
ん

旭
小
学
校
・
服
部
沙
紀
さ
ん

〈3号車右側〉
交
野
小
学
校
・
杉
山
未
来
さ
ん

星
田
小
学
校
・
池
尾
史
紋
君

〈3号車左側〉

〈7号車右側〉〈7号車左側〉　

青
少
年
指
導
員
は
、
青
少
年
が

健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
地
域
で
地

道
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。空
き

家
や
廃
屋
、
商
店
街
が
非
行
の
温

床
に
な
ら
な
い
よ
う
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
た
り
、
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
青

少
年
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
地
域
住
民
や
各
種

団
体
の
み
な
さ
ん
の
協
力
・
参
加

を
得
て
、
子
ど
も
の
安
全
や
地
域

の
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
の
青
少
年
指
導
員
の
み

な
さ
ん
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

一
中
ブ
ロ
ッ
ク

青山 辻野敏樹 宮本仁志

私部
角田法子 北村安揮男

岡田伴昌 ―

行殿 頼金信吾 ―

向井田 山岸忠昭 井上順一

梅が枝 西崎善和 手操敏明

駅前住宅 相築良治 伊藤裕子

二
中
ブ
ロ
ッ
ク

倉治・浜の池
雲川浩幸 村田加津男

三輪勝美 中野貴雄

松塚
藤原誠之祐 井野善史

小島清子 ―

郡津
谷辻和彦 今堀半蔵

藤重章 秋山毅

幾野
市村敏夫 花田稔行

桜井健博 日野吉太郎

三
中
ブ
ロ
ッ
ク

星田
柳原喜代美 永井良典

松村紘子 藤田八代子

妙見坂 栗原義雄 松本實

南星台 中西隆清 八木武司

星田山手 花山駒市 岡田好生

妙見東 濱田聡 安西節代

星田西 正木和美 豊田忠昭

四
中
ブ
ロ
ッ
ク

寺 山添弘子 長谷川比呂子

森 森本雄二 木村陸司

天野が原町 山下正樹 前波智満

私市 大西幸夫 大湾喜久男

私市山手 真鍋二郎 菅田俊夫

藤が尾 林良夫 森田健太郎

問い合わせ ⻘少年育成課
（⌀  892・7721）

⻘少年指導員の
みなさん

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
生

涯
学
習
の
推
進
を
図
る
た
め
、
新

た
に
策
定
す
る
「
交
野
市
生
涯
学

習
基
本
計
画
」
の
調
査
や
審
議
を

す
る
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員　

２
人
以
内

任 　

期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

内 　

容　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

お
よ
び
青
少
年
健
全
育
成
事
業

な
ど
の
生
涯
学
習
全
般
に
つ
い

て
調
査
や
審
議
を
行
い
、
今
後

10
年
間
の
市
の
生
涯
学
習
の
在

り
方
に
つ
い
て
基
本
的
計
画
を

策
定
し
、
計
画
の
推
進
お
よ
び

見
直
し
を
行
う

応 

募
資
格　

次
の
ア
〜
エ
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
人

ア
市
内
在
住
の
人

イ 

５
月
１
日
現
在
で
、
満
20
歳
以

上
70
歳
以
下
の
人

ウ 

平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
（
月

１
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
人

エ 

国
・
地
方
公
共
団
体
議
員
・
職

員
（
常
勤
の
み
）
で
は
な
い
人

応 

募
方
法　

次
の
①
②
を
５
月
６

日
（
金
）
〜 

19
日
（
木
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
持
参
か
、
郵

送
（
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１
）
で
、
社
会

教
育
課

① 

応
募
理
由
＝
応
募
動
機
と
、「
市

民
と
し
て
生
涯
学
習
の
推
進

を
図
る
た
め
に
何
が
で
き
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
原
稿
用
紙

４
０
０
〜
８
０
０
字
以
内
で
記

述
（
書
式
自
由
）

② 

履
歴
書
＝
市
販
の
履
歴
書
に
、

住
所
・
名
前
・
生
年
月
日
・
性

別
・
有
資
格
・
職
業
・
職
歴
な

ど
を
記
入
の
上
、
写
真
を
添
付

※ 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

※ 

委
員
に
は
、
会
議
の
出
席
日
数

に
応
じ
、
市
の
規
定
に
よ
る
委

員
報
酬
を
支
給
し
ま
す
。

※ 

委
員
の
名
前
は
公
表
し
ま
す
。

そ
の
他
の
個
人
情
報
は
、
目
的

以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。
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28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

２
３
９
億
６
８
３
６
万
３
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
５
億
１
６

６
４
万
４
千
円
の
減
、
率
に
し
て

２
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
自
立
支
援
な
ど
の
扶

助
費
や
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し
た

も
の
の
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る

普
通
建
設
事
業
費
の
減
少
額
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ

て
予
算
総
額
は
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
歳
入
予
算
の
内
容　

　

27
年
度
と
比
較
し
て
、
市
税

が
１
億
７
４
６
６
万
２
千
円
、
地

方
交
付
税
が
１
億
７
０
０
０
万
円

増
額
し
て
い
ま
す
。
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
終
了
な
ど
に
よ

り
、
市
債
発
行
額
は
５
億
３
３
１

万
８
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
歳

入
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
基
金

（
市
の
貯
金
）
か
ら
11
億
２
４
１

６
万
４
千
円
を
取
り
崩
す
こ
と
に

よ
り
補
う
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出
予
算
の
内
容

　

社
会
保
障
経
費
の
増
加
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
る

中
で
、「
市
長
戦
略
」に
お
け
る「
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ

く
り
」「
支
え
合
う
健
康
の
ま
ち

づ
く
り
」「
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境

づ
く
り
」「
み
ん
な
で
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
の
柱
に

関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
重
点
的

に
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
健
康
づ
く
り
へ

の
関
心
付
け
の
た
め
の
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
３
０
８
万
３
千

円
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
に
１
０
０
６
万
４
千

円
、
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
と
消
防
分
団
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

に
１
０
５
万
円
、
防
水
工
事
や
ト

イ
レ
洋
式
化
な
ど
学
校
施
設
の
維

持
改
修
に
２
億
７
２
９
５
万
円
、

市
内
金
融
機
関
と
の
協
調
に
よ
る

教
育
ロ
ー
ン
の
金
利
低
減
に
２
７

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

会計区分 28年度
当初予算額（A）

27 年度
当初予算額（B）

増減額
（A－ B）

対前年度比
（A÷Ｂ）

一般会計（イ） 239億 6,836万 3千円 244億 8,500万 7千円 △5億1,664万 4千円 97.9％

特
別
会
計

国民健康保険 99億7,455万 4千円 98億2,865万 7千円 1億4,589万 7千円 101.5％

下水道事業 14億9,489万 6千円 19億 3,408万 9千円 △4億3,919万 3千円 77.3％

介護保険 55億576万 3千円 50億9,245万円 4億1,331万 3千円  108.1％

公共用地先行取得事業 8億8,999万 2千円 3億737万 4千円 5億8,261万 8千円  289.5％

後期高齢者医療 10億9,254万 2千円 10億6,309万 6千円 2,944万 6千円  102.8％

小計（ロ） 189億 5,774万 7千円 182億2,566万 6千円 7億3,208万1千円 104.0％

合計（イ＋ロ＝ハ） 429億2,611万円 427億1,067万 3千円 2億1,543万 7千円 100.5％

水道事業会計（ニ） 29億5,824万 2千円 28億4,344万 9千円 1億1,479万 3千円 104.0％

総計（ハ＋ニ） 458億 8,435万 2千円 455億 5,412万 2千円 3億3,023万円 100.7％

28 年度予算額

問い合わせ 財務課
（⌀  892・0121）

28 年度予算を
お知らせします

主な歳入の増減額

市税

個人市民税 8,238 万 1千
円の増

法人市民税 1,318 万 7千
円の減

固定資産税 9,053 万 6千
円の増

地方交付税 1 億 7,000 万
円の増

都市整備部
星田北・星田駅北地区
土地区画整理事業 2,455 万 4千円

橋梁長寿命化事業 5,000 万円
学校教育部
小・中学校屋上防水、
トイレ改修事業 2億 7,295 万円

子育て応援プラン事業
（教育ローン） 270万円

生涯学習推進部
太陽光パネル設置事業 1,006 万 4千円

消防本部
AED設置事業 105万円

国庫支出金 年金生活者等支援臨
時福祉給付金補助金

1億 8,750 万
円の増

府支出金 安心こども基金特別
対策事業補助金

3億 1,839 万
円の減

繰入金 基金の取り崩し 1億 7,486 万
3千円の減

市債 新学校給食センター
整備事業債の減

10億 3,230 万
円の減

部署別の主な歳出
地域社会部
防犯カメラ設置事業 632万 7千円
交野めぐり事業 146万円

健やか部
健康ポイント事業 308万 3千円
子育て世代定住促進事業（医
療費助成） 2億 6,955 万円

環境部
所有者不明猫避妊・去勢事業 56万円
危険木対策事業 500万円

市税

91 億 3,282 万 2千円

地方交付税

28 億 9,000 万円

国庫支出金

39 億 2,405 万 8 千円

府支出金

16 億 8,892 万円

市債

24 億 2,013 万 2 千円

その他

21 億 6,993 万 1 千円

譲与税・交付金

17 億 4,250 万円

総務費

25 億 4,706 万 4 千円

民生費

102 億 3,713 万円

衛生費

22 億 66 万 3千円

土木費

10 億 5,789 万 9千円

消防費

7 億 2,478 万 3 千円

教育費

24 億 8,342 万 3 千円

公債費

39 億 9,401 万 5 千円

その他

7 億 2,338 万 6 千円
歳 入歳 出


